
尿検査でこんなことも分かります！
　糖尿病の三大合併症の一つに「糖尿病性腎症」があります
が、高血圧を合併していると腎臓がダメージを受けやすく、
腎症を悪化させることが分かっています。また、最近は、
慢性腎臓病（Chronic Kidney Disease：CKD）という病
気も注目されていますが、こうした腎臓の病気は、尿たんぱくを調べる
ことで、早期発見ができます。尿検査薬には、尿たんぱくや潜血を検査
できるものもあります。
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糖尿病の人は、高血圧にも注意！
家庭でも血圧測定を行いましょう

　記録した値は、自分自身が血糖や血圧の
コントロールがうまくいっているか、食事
療法や運動療法がうまくいっているかを振
り返るきっかけになるだけでなく、医師が
適切な治療を行う上での参考になります。
受診時には持参するようにしてください。

　高血圧と診断され、治療が必要になるのは、140/90mmHg 以上
ですが、糖尿病の人は、血圧が少し高い状態でも動脈硬化が進み
やすいため、130/80mmHg 以上でも治療が必要となります。し
かし、血圧は常に変動しており、病院などで測る診察室血圧だけ
では、高血圧が見逃されているケースもあります。家庭でも血圧
測定を行い、自分の血圧値をきちんと管理しましょう。

高血圧が糖尿病に与える影響

動脈硬化の
促進

●脳卒中
●心臓病
　狭心症
   心筋梗塞
●腎不全
●閉塞性
  下肢動脈
  硬化症

（ ）

糖尿病の
合併症の悪化

●網膜症

●腎症

●末梢神経
  障害

脳

心臓

腎臓

●「今日の振り返り」には、食事や運動のポイント・他の検査項目などを
　記入し、今日一日の日記代わりにしてください。
●全部の項目が埋まらなくてもよいです。毎日、記録しましょう。

本書の使い方

〈表の記入のポイント〉

体重測定

血糖測定

血圧測定

尿検査
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